
豊
か
な
自
然
・
歴
史
と
先
端
産
業
が 

同
居
す
る
ま
ち

　

海
南
市
は
和
歌
山
県
北
部
の
紀
伊
水
道
に
面
し
、

重
要
港
湾
和
歌
山
下
津
港
沿
い
に
市
域
が
展
開
す
る

都
市
で
あ
る
。
平
成
17
年
４
月
、
旧
海
南
市
お
よ
び

旧
下
津
町
に
よ
る
新
設
合
併
を
経
て
、
新
・
海
南
市

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

和
歌
山
下
津
港
は
北
か
ら
和
歌
山
市
・
海
南
市
・

有
田
市
の
３
市
に
ま
た
が
る
広
大
な
港
湾
だ
。
港
区

は
５
つ
あ
り
、
海
南
市
域
は
中
央
部
の
和
歌
浦
・
海

南
港
区
、
下
津
港
区
に
沿
っ
て
南
側
に
延
び
て
い
る
。

　

和
歌
山
下
津
港
は
鉄
鋼
業
、
石
油
精
製
業
、
電
力

事
業
、
各
種
先
端
産
業
な
ど
の
企
業
が
各
港
区
に
立

地
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
原
材
料
や
製
品
の
物
流
拠

点
と
も
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
海
南
市
の
港
湾
区
域

に
は
下
津
港
区
を
中
心
に
数
多
く
の
漁
港
が
点
在

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
介
が
水
揚
げ
さ
れ
る
。
中
で
も

下
津
港
区
の
漁
港
は
全
国
区
ブ
ラ
ン
ド「
紀
州
の
シ
ラ

ス
・
鱧は
も

」な
ど
の
水
揚
げ
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

海
南
市
は
内
陸
型
の
産
業
に
も
特
筆
す
べ
き
地
場

産
業
を
有
し
て
い
る
。
日
用
家
庭
用
品
産
業
と
漆
器

産
業
だ
。
日
用
家
庭
用
品
の
生
産
が
海
南
市
で
盛
ん

に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
か
ら
で
、
当
時
、
海
南
市

周
辺
は
タ
ワ
シ
や
箒
、
縄
な
ど
の
原
材
料
と
な
る
良

質
な
棕し
ゅ
ろ櫚
の
自
生
地
だ
っ
た
。
そ
の
伝
統
が
技
術
革

新
を
重
ね
な
が
ら
時
代
を
越
え
て
伝
わ
り
、
ス
ポ
ン

ジ
製
品
な
ど
現
代
の
日
用
家
庭
用
品
全
般
、
特
に

キ
ッ
チ
ン
用
品
、
ブ
ラ
シ
、
マ
ッ
ト
、
バ
ス
用
品
・

ト
イ
レ
用
品
な
ど「
水
回
り
製
品
」の
生
産
を
盛
ん
に

し
、
そ
の
分
野
の
全
国
シ
ェ
ア
が
８
割
に
達
す
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
４
大
漆
器
の
１
つ
と
さ
れ
る
紀
州
漆
器
は
、

海
南
市
北
西
部
の
黒
江
地
区
が
主
要
産
地
だ
。
生
産

は
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
黒
江
地
区
か

ら
産
出
さ
れ
る
漆
器
は
「
黒
江
塗
り
」（
黒
根
来
な
ど

根
来
塗
り
ブ
ラ
ン
ド
も
一
部
使
用
）
の
ブ
ラ
ン
ド
名

で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
日
用
家
庭
用
品
や
漆
器
の
生
産
拠
点
と
し
て

の
技
術
的
集
積
は
、
木

工
家
具
づ
く
り
、
繊
維
産

業
な
ど
に
も
広
く
生
か
さ
れ

て
お
り
、
海
南
市
は
全
国
的
に
見

て
も
伝
統
的
地
場
産
業
の
盛
ん
な
ま
ち
と
い
え
る
。

　

市
域
南
部
に
広
が
る
中
山
間
地
で
は
温
州
み
か
ん

の
栽
培
（
海
南
市
は
、
現
在
の
ミ
カ
ン
の
原
種
で
あ

る
橘
が
日
本
で
初
め
て
植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
）
が
盛
ん
で
、
特
に
1
月
下
旬
か
ら
出
荷
さ
れ
る

「
蔵
出
し
み
か
ん
」（
年
内
に
収
穫
し
た
も
の
を
蔵
で

貯
蔵
し
糖
・
酸
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
し
た
み
か
ん
）

は
有
名
だ
。
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
延
び
る
熊

野
古
道
沿
い
に
は
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
が
点
在
し
て

（和歌山県）

市 政 ル ポ 海
か い な ん

南市

歴
史
・
文
化
に
培
わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
都
市

防
災
体
制
の
確
立
で
、
さ
ら
な
る
発
展
へ神

じ ん で ま さ み

出政巳
海南市長
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お
り
、
数
多
く
の
文
化
財
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
和

歌
山
県
内
に
７
つ
あ
る
国
宝
建
造
物
の
う
ち
、
４
つ

が
海
南
市
に
所
在
）。

　

関
西
国
際
空
港
か
ら
車
で
30
分
、
新
大
阪
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
特
急
で
１
時
間
と
い
う
交
通
の
便
の
良
さ
に
加

え
、
海
・
山
・
里
か
ら
得
ら
れ
る
新
鮮
な
恵
み
、
美
し

い
自
然
や
貴
重
な
文
化
財
、
黒
潮
・
紀
伊
水
道
に
面

し
た
温
暖
な
気
候
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
海
南
市
に
は

観
光
面
に
お
い
て
も
魅
力
的
な
素
材
が
非
常
に
多
い
。

　

そ
ん
な
海
南
市
が
抱
え
る
目
下
最
大
の
地
域
課
題

は「
防
災
・
減
災
」と「
次
世
代
定
住
促
進
」だ
。

　
「
防
災
・
減
災
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
、
近
い
将
来
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
東
海
・
東
南

海
・
南
海
三
連
動
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対
処
、

さ
ら
に
は
、
よ
り
大
規
模
な
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

へ
の
対
処
が
大
き
な
課
題
と
し
て
目
前
に
横
た
わ
る
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
９
月
の
台
風
12
号
に
伴
う
記
録

的
な
大
雨
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
紀
伊

半
島
大
水
害
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
、
土
砂
災
害
な
ど
も
、
規
模
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

近
年
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
。
今
年
８
月
10
日
に

台
風
11
号
が
紀
伊
半
島
を
襲
っ
た
際
に
は
、
津
波
緊

急
避
難
場
所
で
あ
る
池
崎
山
の
斜
面
が
土
砂
崩
れ
を

起
こ
し
て
お
り
、
取
材
の
時
点
で
も
そ
の
傷
跡
は

生
々
し
く
残
さ
れ
て
い
た
。

熊野古道から臨む臨海工業地帯

熊野古道沿いにたたずむ長保
寺多宝塔（上）と善福院釈迦堂

（左下）（いずれも国宝）

黒江地区には伝統的な黒江塗りを商う店舗が集積
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市
役
所
庁
舎
も
高
台
に
移
転
の
予
定

　
「
海
南
市
は
中
山
間
地
と
海
に
挟
ま
れ
た
細
長
い

地
形
の
上
に
発
展
し
た
ま
ち
で
、
人
口
・
産
業
・
交

通
網
な
ど
が
沿
岸
地
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
に
よ
る
大
津
波
が
発
生
す
る
と
、
甚
大
な
被
害
が

予
測
さ
れ
ま
す
」

　

そ
う
語
る
神
出
政
巳
市
長
は
、
さ
ら
に
「
想
定
さ

れ
る
震
度
も
津
波
の
高
さ
も
、
東
日
本
大
震
災
以
降

は
す
べ
て
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
」と
続
け
た
。

　

実
際
、
想
定
規
模
以
上
の
地
震
お
よ
び
津
波
に
襲

わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
国
の
震
災
想
定

基
準
は
大
き
く
変
わ
り
、
全
国
各
地
の
自
治
体
は
今
、

地
域
防
災
計
画
の
全
面
的
な
見
直
し
に
追
わ
れ
て
い

る
。
中
心
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
が
沿
岸
部
お
よ
び
沿

岸
部
か
ら
至
近
の
位
置
に
あ
る
海
南
市
は
な
お
さ

ら
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

例
え
ば
海
南
市
の
場
合
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

（
予
測
規
模
は
最
大
Ｍ
９
・
１
）
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、

沿
岸
部
全
域
に
お
い
て
地
震
発
生
後
50
分
以
内
に

１
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
そ
の
後
の
最
大
津
波
高

は
７
ｍ
か
ら
８
ｍ
に
達
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
想
定
値
を
基
に
計
算
す
れ
ば
、
中
心
市
街
地

の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
想
定
地
域
と
な
る
た
め
、
海
南

市
で
は
、
今
年
、
国
・
県
の
被
害
想
定
の
見
直
し
に

伴
う
新
た
な
地
震
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
全
戸
に
配
布
し
た
。
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
も
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
県
の

調
査
・
指
定
作
業
が
完
了
し
た
地
区
か
ら
逐
次
作
成

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
時
に
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
整
備
と
し
て
、
浸
水
予

想
地
域
に
あ
る
学
校
施
設
な
ど
、
公
共
施
設
の
耐
震

化
と
と
も
に
、
屋
上
へ
の
避
難
を
容
易
に
す
る
避
難

用
外
階
段
の
設
置
を
行
い
、
民
間
ビ
ル
も
含
め
た
31

カ
所
に
緊
急
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
し
た
。
災
害
時
の

応
急
対
策
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
部
か
ら
高
台
へ

の
移
転
計
画
を
ま
と
め
、
平
成
29
年
10
月
の
移
転
を

目
指
し
、
最
終
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
「
現
在
の
市
庁
舎
は
昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ
た
た

め
、
老
朽
化
が
大
変
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平

成
19
年
度
に
、
将
来
の
建
替
え
を
見
据
え
、
現
在
の

場
所
か
周
辺
に
建
設
し
直
す
こ
と
を
前
提
に
、
庁
舎

建
設
基
金
を
設
置
し
、
積
み
立
て
を
始
め
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
平
成
23
年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

黒江塗りの伝統工芸士・林克彦さん

災害時には緊急避難ビルにもなる黒江防災コミュニティセンター

幽玄の気ただよう熊野古道（筆捨松・硯石）
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海南市　市 政 ル ポ

（和歌山県）

し
た
こ
と
か
ら
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
代
表
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
津
波
の
届
か
な
い
高
台
へ
の
移
転
を

決
意
し
た
わ
け
で
す
」（
神
出
市
長
）

　

移
転
予
定
先
は
海
抜
60
ｍ
の
南
赤
坂
地
区
に
あ
る

第
３
セ
ク
タ
ー（
株
）和
歌
山
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
の
社
屋

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建
、
延
べ
床
面
積
約

６
７
０
０
㎡
）
だ
。
同
社
は
旧
頭
脳
立
地
法
に
基
づ

き
設
立
さ
れ
た
産
業
の
高
度
支
援
機
関
と
し
て
平
成

２
年
に
開
業
し
、
現
社
屋
は
平
成
８
年
に
完
成
し
た
。

そ
の
社
屋
を
海
南
市
が
取
得
し
、
市
庁
舎
に
転
用
し

よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

　
「
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
対
処
と
同
様
に
重

要
な
の
が
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
対
処
、
つ
ま
り
市
民
の

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
る
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
で
す
」（
神
出
市
長
）

　

具
体
的
に
は
各
自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
組
織
の

結
成
促
進（
結
成
率
は
８
月
末
現
在
で
88
・
２
％
）と
、

市
民
協
働
に
よ
る
地
域
防
災
活
動
へ
の
支
援
な
ど

だ
。
行
政
側
も
こ
う
し
た
市
民
の
動
き
と
ス
ム
ー
ズ

に
連
動
で
き
る
よ
う
、
市
主
催
の
市
民
を
対
象
と
し

た
津
波
避
難
訓
練
の
実
施
を
は
じ
め
、
今
年
７
月
に

は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
自
衛
隊
や
警
察
な
ど
関
係

機
関
の
参
加
の
下
に
２
６
０
人
規
模
の
図
上
訓
練
を

実
施
し
た
。

　

前
述
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
も
含
め
、
こ
れ
ら

一
連
の
防
災
・
減
災
対
策
を
管
轄
す
る
危
機
管
理
課

で
は
、
目
下
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
２
年
計
画
で
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
次
の

よ
う
な
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

◆
津
波
避
難
場
所
整
備
事
業（
池
崎
山
周
辺
）

　

中
心
市
街
地
が
あ
る
沿
岸
部
は
、
ほ
と
ん
ど
が
埋

立
地
で
あ
り
、
海
抜
５
ｍ
未
満
の
地
域
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
万
葉
の
昔
に
は
、
海
に
直

接
面
す
る
岬
だ
っ
た
池
崎
山
が
、
現
在
、
海
抜
30
ｍ

の
丘
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
池
崎
山
の
山
頂
部
に
津

波
避
難
場
所
と
し
て
約
２
５
０
０
㎡
の
広
場
（
ヘ
リ

ポ
ー
ト
付
き
）
を
整
備
し
、
最
終
的
に
周
辺
６
方
向

か
ら
山
頂
に
市
民
が
避
難
で
き
る
よ
う
避
難
路
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
防
災
倉
庫
な
ど
も
設
置
す
る
予

定
だ（
避
難
収
容
人
数
は
約
２
０
０
０
人
）。

◆
黒
江
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
で
、
日
常
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
機
能
す
る
が
、
地
震
・

津
波
な
ど
の
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
施
設
と
し
て
も

機
能
す
る
。
館
内
に
は
災
害
時
に
備
え
、
太
陽
灯
、

自
家
発
電
装
置
、
炊
き
出
し
室
、
備
蓄
倉
庫
な
ど
の

設
備
が
あ
る
。
平
成
22
年
８
月
完
成
済
み
。

若
者
た
ち
が
住
み
続
け
ら
れ
る 

ま
ち
づ
く
り

　

震
災
、
豪
雨
災
害
へ
の
取
り
組
み
が
、
い
つ
来
る

か
分
か
ら
な
い（
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
）事
態

へ
の
緊
急
対
応
策
と
す
れ
ば
、
次
世
代
の
定
住
促
進

事
業
は
、
既
に「
人
口
減
少
」と
い
う
形
で
、
現
実
に

起
こ
っ
て
い
る
問
題
へ
の
対
処
だ
。
し
か
し
、
な
か

な
か
妙
策
の
打
ち
立
て
よ
う
の
な
い
、
中
小
規
模
の

市内の丘陵部（池崎山）に設置された地震・津波の際の緊急避難用階段

市民の安心・安全を支える海南医療センター（震災・津波時の緊急避難ビルを兼用）

43 市政 NOVEMBER 2014



地
方
都
市
に
は
全
国
共
通
、

喫
緊
に
し
て
悩
ま
し
い
課
題

と
い
え
る
。

　

海
南
市
の
場
合
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
自
然
環
境
や
、
臨
海
部
の
重
工
業
地
帯
、
地
場

産
業
と
し
て
全
国
的
に
も
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る
日
用

家
庭
用
品
産
業
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
伝
統
産
業（
漆

器
産
業
）
も
あ
る
。
雇
用
環
境
は
比
較
的
恵
ま
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
平
成
22
年
に
は
大
手
民
間
不
動
産
・
住
宅

会
社
が
実
施
し
た
関
西
圏
１
５
０
都
市
の
「
出
産
・

子
育
て
に
あ
た
た
か
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
堂
々
１

位
に
輝
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
主
に
海
南
市
が
実
施

す
る
各
種
子
育
て
支
援
策
（
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
大
、
学
童
保
育
の
拡
充
、
保
育
料
の
低
廉
化
お
よ

び
３
人
目
以
降
の
保
育
料
無
料
化
＝
海
南
３
人
っ
こ

施
策
な
ど
）
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
」（
神
出
市
長
）

だ
っ
た
。

　
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
若
者
人
口
が
流
出
し
、
子
育

て
世
代
の
転
入
へ
の
動
き
が
鈍
い
の
は
、
便
利
な
大

都
市
圏
で
暮
ら
し
て
み
た
い
、
モ
ノ
づ
く
り
産
業
以

外
の
先
端
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
も
従
事
し
た
い

な
ど
、
現
代
の
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
せ
い
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
、
若

者
た
ち
が
地
元
に
と
ど
ま
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
意
味

や
意
義
、
市
外
か
ら
海
南
市
に
来
て
も
ら
え
る
魅
力

の
発
信
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ

う
し
た
発
信
力
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
だ
と
自

覚
し
て
お
り
ま
す
」（
神
出
市
長
）

　

地
元
へ
の
定
住
化
を
促
す
「
魅
力
発
信
」
の
一
環

と
し
て
、
海
南
市
で
は
現
在
、
日
用
家
庭
用
品
産
業

や
漆
器
産
業
を
は
じ
め
、
若
者
た
ち
の
地
域
企
業
へ

の
就
職
希
望
を
促
進
す
る
事
業
を
地
道
に
実
施
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
中
学
生
へ
の
地
場
産
業
の
魅
力

の
ア
ピ
ー
ル
、
大
学
進
学
の
た
め
に
大
都
市
圏
に
転

出
し
た
学
生
世
代
に
は
、
地
域
企
業
の
情
報
発
信
お

よ
び
地
域
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
地
域
に
立
地
す
る
中
小
企
業
な
ど
に
向

け
て
も
、
雇
用
の
場
と
し
て
の
力
を
な
る
べ
く
永
続

的
に
保
て
る
よ
う
、
各
種
の
助
成
制
度
を
拡
充
し
て

い
る
。

　

ま
た
雇
用
の
場
の
確
保
と
と
も
に
、
定
住
促
進
に

欠
か
せ
な
い
子
育
て
環
境
の
拡
充
化
施
策
と
し
て

「
次
世
代
定
住
促
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
前
述
の
各
種

子
育
て
支
援
事
業
に
加
え
、
中
心
市
街
地
に
立
地
す

る
幼
稚
園
２
園
、
保
育
所
２
園
を
統
合
す
る
定
員

２
７
０
名
の
幼
保
一
体
型
施
設「
西
部
こ
ど
も
園（
仮

称
）」
整
備
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
の
多
い

低
年
齢
児
保
育
や
病
後
児
保
育
等
、
保
育
内
容
の
充

実
や
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
が
可
能
と
な

る
。
ち
な
み
に
こ
の
「
西
部
こ
ど
も
園
」
は
、
地
震
・

津
波
が
発
生
し
た
際
の
浸
水
予
想
地
域
に
立
地
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
園
児
の
防
災
・
防
犯
対
策

面
に
配
慮
し
、
震
災
時
に
は
一
時
避
難
所
と
し
て
も

機
能
す
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
安
全
面
の

確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
だ
。

　

平
成
27
年
度
初
頭
に
オ
ー
プ
ン
が
決
定
し
て
い
る

臨海工業地帯の周囲を巡る津波避けの防波堤・堤防

江戸時代に海を埋め立ててできた黒江地区を特徴づける平行四辺形の宅地（のこぎ
り歯の街並み）
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「
西
部
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
建
設
事
業
は
、

や
は
り
浸
水
予
想
地
域
の
中
学
校
跡
地
に
立
地
す

る
、
簡
易
宿
泊
所（
定
員
１
０
０
名
）付
き
の
体
育
館
・

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト（
３
面
）を
備
え
た
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
、
震
災
時
に
は
屋
上
を
津
波
緊
急
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
予
定
だ
。

歴
史
が
裏
付
け
る
魅
力
的
な
風
土

　

前
項
ま
で
に
ご
紹
介
し
て
き
た
新
庁
舎
整
備
計
画

な
ど
各
種
の
防
災
・
減
災
事
業
は
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
の
『
安
心

の
ま
ち
創
造
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
若
者
た
ち
が
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
各
種
の
事
業
は
『
次

世
代
定
住
促
進
プ
ラ
ン
』
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
両
者
は
ま
さ
に
海
南
市
の
地
域
振
興
全
般
を
け

ん
引
す
る
車
の
両
輪
で
あ
る
。
同
時
に
、
整
備
を
進

め
る
こ
ど
も
園
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
、
災
害
時

の
緊
急
避
難
所
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
防
災
・
減
災
施
策
の
一
環
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
次
世
代
定
住
促
進
に
向
け
た
魅
力
的
な
住
環

境
整
備
施
策
の
一
環
と
し
て
、
海
南
市
で
は
良
好
な

住
宅
・
宅
地
の
供
給
に
関
す
る
各
種
助
成
制
度
の
拡

充
や
市
道
・
県
道
な
ど
の
整
備
促
進
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
取
材
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
た

の
は
、
長
い
歴
史
を
通
し
て
培
わ
れ
て
き
た
、
海
南

市
の
魅
力
の
多
彩
さ
だ
。
例
え
ば
近
年
ブ
ー
ム
を
呼

ん
で
い
る
熊
野
古
道
に
お
い
て
も
、
海
南
市
は
特
別

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
「
京
の
都
か
ら
は
、
海
南
が
熊
野
三
山
の
聖
域
へ

の
入
口
に
当
た
り
ま
す
。
中
で
も
藤
白
神
社
は
、
特

別
に
格
式
の
高
い
五
射
王
子
の
ひ
と
つ
藤
白
王
子

（
王
子
は
12
〜
13
世
紀
頃
、
皇
族
や
貴
族
の
熊
野
参

詣
の
先
達
を
務
め
た
修
験
者
た
ち
に
ゆ
か
り
の
由
緒

あ
る
古
社
を
指
す
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
内
に
は
９
つ
も
の
王
子
跡
が
あ
り
、
海
南
が
古
く

か
ら
熊
野
詣
の
要
衝
の
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
」（
神
出
市
長
）

　

こ
う
し
た
歴
史
を
持
つ
海
南
に
は
、
古
来
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
訪
れ
、
こ
の
地
を
気
に
入
っ
て
住
み
つ

い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が「
鈴
木
氏
」だ
ろ
う
。
日
本
で

も
有
数
の
姓
氏
と
さ
れ
る
鈴
木
姓
の
ル
ー
ツ
に
は
諸

説
が
あ
る
が
、
最
も
有
力
な
の
が
「
紀
伊
国
・
藤
白

の
鈴
木
氏
」と
さ
れ
る
。
あ
の
源
義
経
の
家
来
で
あ
っ

た
鈴
木
三
郎
重
家
と
弟
の
亀
井
六
郎
重
清
と
ゆ
か
り

の
あ
る
藤
白
鈴
木
氏
は
、
藤
白
神
社
の
神
官
を
代
々

務
め
、
全
国
各
地
の「
鈴
木
さ
ん
」か
ら
本
家
筋
と
敬

わ
れ
て
き
た
。
昨
年
５
月
に
は
全
国
の
鈴
木
さ
ん
が

集
ま
る
恒
例
行
事「
全
国
鈴
木
サ
ミ
ッ
ト
」が
鈴
木
姓

の
ル
ー
ツ
・
海
南
市
で
開
催
さ
れ
、
大
き
な
話
題
を

呼
ん
だ
。

　
「
誰
も
が
ず
っ
と
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目

指
す
海
南
市
の
、
こ
れ
も
歴
史
的
に
裏
付
け
ら
れ
た

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
９
月
24
日
）

熊野古道など市内各所を巡るコースが人気の「きのくに海南歩っとウォーク」は春の
恒例行事

熊野権現一の鳥居として知られる藤白神社（藤白王子）
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